
【講演記録】 
 

「『東亜同文書院大学から愛知大学へ』展示会・講演会」の 
全国展開をプロデュースして 

 
愛知大学豊橋研究支援課課長 田辺 勝巳 

（2016 年 8 月 27 日 名古屋市博物館） 

皆さん、こんにちは、愛知大学豊

橋研究支援課の田辺でございま

す。前学長、名誉教授がお話した後

ですので、なかなかのドキドキ感

があるのですけども。実は一番ド

キドキしているのは、今日の会場

に何名の方がご来場になられてい

るのか。年に一回の恒例行事でご

ざいます。多くの皆様、本日はお集

まりいただき誠にありがとうござ

います。ほっと致しております。あ

りがとうございます。 
今回の「愛知大学記念館コレクシ

ョン展－東亜同文書院の 45 年、愛

知大学の 70 年－」開催に関しまし

ては、6 月に決定しました。主催は、

東亜同文書院大学記念センター

で、豊橋研究支援課の管轄でござ

います。 
1993 年に東亜同文書院大学記念

センターが発足致しました。1998
年に豊橋校舎にあります本館が新本館に移転するタイミングで大学記念館が設立されまし

た。この年に文化庁の有形登録文化財に登録され、今年で築 108 年の建物でございます。

その大学記念館に記念センターがあることから、研究支援課が記念センターおよび大学記

念館を管轄しており、現在私の業務となっております。 
2006 年に文部省の補助金で、研究内容をオープンに広げるという 5 年間の補助金「オ

ープンリサーチセンター事業」に採択されました。代表者は当時センター長の藤田名誉教

授でいらっしゃいます。東亜同文書院をめぐる総合的研究を促進しつつ、情報公開をしな

がら、大学記念館を少しずつ大きくしていったという流れでございます。 
そして 5 年間のプロジェクトが終了致し、1 年間お休みの後、2012 年に再度、文部科学

省に申請したのが私立大学戦略的研究基盤形成支援事業で、5 年間のプロジェクトでござ

います。研究代表者は当時センター長の馬場名誉教授で、藤田名誉教授、小生で申請し採

択され、今年度が 5 年目の最終年でございます。2006 年から今年度までの 10 年間が、記
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念センター、大学記念館の発展期だったと捉えることができるかと思います。 
私立大学戦略的研究基盤形成支

援事業に申請する際、構想調書の

研究計画の研究方法、研究体制に

（一部抜粋ですけども）次のよう

に記載をさせていただきました。

「本研究では研究代表者のもとに

既存の愛知大学東亜同文書院大学

記念センターの組織を利用して、

あわせて書院の歴史と愛大の歴史

に関する充実につとめ、センターを博物館相当研究施設に発展させる」。採択後は、これが

ミッションとしてスタートしたのでございます。そのミッションの中で研究を進めながら

その内容をまとめていくというだけでなく、大学記念館としての施設を公開したいという

のが私の思いでありました。そこで色々なことを働きかけました。 
まず 2011 年、この時に愛知県美

術館からお声がかかりました。「あ

いちトリエンナーレ」の東三河の

豊橋地区でも開催が決定し、大学

記念館も会場として利用したいと

の要請がありました。そして 2012
年には同窓会の 60 周年事業とし

て、ホームカミングデイ公演『愛知

大学創立者本間喜一物語はじまり

の手紙』が大学記念館 2 階で演じ

られました。2013 年には「豊橋のスタンプラリー」ということで夏休みに子どもたちを楽

しませる取り組みがなされました。2 階の元学長室に入りスタンプラリーのスタンプを押

し、学長の椅子に座って満足げにポーズをとる子どもたちの写真です。昨年 2015 年には、

「JR さわやかウォーキング」ですね。これは豊橋の観光コンベンション協会をとおして大

学記念館を見てもらえるコースに組み込めないかとオファーしたところ通りました。そし

て、今年も 10 月 23 日の日曜日、

大学創立記念日 11 月 15 日の少し

前でございますけれども 2 度目の

コース設定がなされました。受付

にチラシがありますのでよろしか

ったらお受け取りください。 
これがトリエンナーレの写真で

す。古い建物の展示室天井に蝶々

が貼ってあるのですね。現代美術

でありまして私どもの創造を超え

ることもなされるのです。その拡大写真がこちらです。これは図鑑の上にまた蝶々の絵柄

を同じように作って広げたもので、講義用の椅子の上にも並べてあります。築 100 年の古
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い施設を有効利用し、トリエンナーレだからこその広報もあり、１か月間に何百人もの方

がお見えになりました。これは、JR さわやかウォーキングですね。愛知大学記念館は年

間、私が担当する前は 2,000 名ぐらいの訪問者でした。さわやかウォーキングでは、朝 8
時半から午後 1 時半ぐらいまでの間に 1,234 名の方がいらっしゃいました。いかに JR の

力が凄いかと。趣味として歩く方が多いことと、年齢層の高い方が多いのかなと思いまし

たら、嬉しいですよね。こんなちっちゃな子が家族連れでいらっしゃるのですね。この子

たちが将来、愛知大学に来てくれたらいいな、と思うのですけれども。このコースは、愛

知大学がスタート地点で、愛知大学前駅で降りた方が 2,000 名を超えました。この企画で

豊橋校舎を知っていただけたのですね。その上で大学記念館に入った方々が 1,234 名。こ

れがそのときの旧学長室の写真ですけれども、凄い人数でしょ。床が落ちたらどうしよう

かなと心の中では思ったのですけども･･･。大学記念館というところをどうするのかが私

の仕事です。概要を簡単にお伝え申し上げたところで、今から大学記念館の簡単な DVD
を見ていただきます。 

大学記念館の前に飾ってある看

板でございます。ここが旧学長室

ですね。その昔陸軍第 15 師団長室

でした。かつては後に昭和天皇の

皇后さま香淳（こうじゅん）皇后に

なられた良子（ながこ）様のお父

様、久邇宮邦彦王（くにのみやくに

よしおう）が第 15 師団長をなされ

て、ここにおられました。愛知大学

創立後は本館となりました。私は

1989 年、平成元年に職員となり、こちらにも出入りしておりました。この辺の木の形は昔

からですね。その後改修をし、今ではこういう赤い床になっています。ガラス越しにみえ

るのが大学創立 50 周年事業で建てられた新本館でございます。今回お渡ししていますチ

ラシの表紙の写真手前が旧本館、現在の大学記念館です。昔の作りですけど 107 年前から

この造りです。ここは本間喜一特別展示室でございます。今回、フェンシング、リオオリ

ンピックでは残念な結果でしたけども本間先生がフェンシング協会会長をなされていまし

た。本間先生がかつて最高裁判所初代事務総長をなされておりました。その時でございま

すね。これは設立認可証明書です。吉田茂総理大臣というのは歴史上の人物でございます。

吉田茂の名がきざまれていることから「愛知大学創立はその時代なんだ」、と今の学生に伝

わればとの思いでこの資料を使わせてもらっています。これは、中日大辞典のカード。こ

のカードはここに写っているものしか残っていないのですね。本物を飾っております。こ

の扁額「一道同風」はかなり大きなもので、中国の大総統、黎元洪が東亜同文書院創立 20
周年に送られたものです。今回、レプリカでございますが、名古屋市博物館 3 階ギャラリ

ーにて展示しております。東亜同文書院の創立 20 周年ですから 1920 年、100 年以上前に

なりますね。同じ道を同じ風を受けて進んでいこうということでしょう。日中関係を良い

方向にもっていきたいという考えであったと思っております。そしてこれが学籍簿、成績

簿ですね。東亜同文書院の卒業生のものですが、愛知大学にすべて保管されています。こ

の辺りは孫文の書ですね。 
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これも今回展示をさせていただきました。また第 29 代総理大臣犬養毅の書です。そし

てこの写真が大学記念館を東側から撮っている写真で、私の好きなアングルです。現在の

本館から私が撮った写真でございます。歴史を感じ、現実から離れてほっとする景色です

ね。この大学記念館でございますが、無料でオープンしており、できるだけ皆さんに使っ

てもらいたいと考えております。そして、創立 70 周年記念事業の一環として今年度中に

改修をし、私の思いとしましては、来年以降はできれば施設貸出しをして皆さまに利用い

ただける愛知大学にしたいなと思っております。大学はそういうことやって少しでも地域

の皆さまとの距離を近づけ、大学のブランドアップにと思っております。 
今回の講演テーマ「講演会・講演会の全国展開プロデュース」でございます。先ほど申

しましたように 2006年から全国で展示会、講演会を開催しております。2006年から横浜、

東京、弘前、福岡、シカゴ、神戸、京都、米沢、名古屋、富山。この間、藤田名誉教授が

中心になされました。2012 年から新しいプロジェクト文科省私立大学戦略的研究基盤形

成支援事業でございます。私が担

当になり沖縄からスタートして

本日の名古屋まででございます。

この資料は、入場者数の推移で

す。入場者数については本学開催

の場合、どんなに頑張ってもしれ

ているのですけれども、それ以外

の地方でやるのはもっと大変な

のですね。来場者は富山 200 名、

沖縄 130 名、長崎 200 名、岐阜 120 名、広島 280 名、松本 220 名でした。資料左側見て

もらいますと開催期間を記載しています。何日間で開催したか。富山は 2 日間、沖縄 2 日

間というように従来 2 日間開催をしていたのですが、ふと思ったのが、「たった 2 日間だ

けでこれだけの労力はコストパフォーマンスが合わないな」と。そこで長崎は先行パネル

展を 2 週間いたしました。広島も 1 週間開催しました。昨年の松本に関しましては先行パ

ネル展を 3 週間やって、本番のところで一週間開催しました。そして資料の講演者、OB
の欄がございます。実は地方の方の来訪者を集めるためには先輩方のお力が大変助かると
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いうことですね。そのエリアにいらっしゃる著名な先生や著名な OB にお願いしておりま

す。富山は井上方弘先生（東亜同文書院 46 期）ですね。沖縄では芥川賞作家の大城立裕先

生（東亜同文書院 44 期）。大城先生は体調の関係から最初お断わりになられて、藤田名誉

教授がお手紙を数通送られて口説いた結果、「講演はここ 20 年間していないけども最後の

講演として引き受けるよ。」と快諾された経過があります。そのようなビッグネームですの

で沖縄では何回も新聞記事になったのです。そのおかげで愛知大学の名前が広まっていな

い沖縄にもかかわらず 130 名も参加されました。沖縄県税理士会会長が愛知大学の卒業生

の百田勝彦さん（愛知大学法経学部経済学科昭和 40 年卒）、友利博明先生（愛知大学大学

院経営学研究科経営学専攻昭和 58 年卒）と 2 代続けてなられています。これも凄いこと

だと思います。広島では、今日いらっしゃっています OB で岡山県出身の有森さん（愛知

大学法経学部法学科昭和 52 年卒）に、松本では祖父江さん（愛知大学法経学部経済学科昭

和 37 年卒）に、元松本文学館長の小松先生に講演をいただきました。やはり関係のある講

演者がいらっしゃることによって皆さんが興味を持たれる。そこから愛知大学、東亜同文

書院大学のことを知っていただく、そんな流れに転換をしてきたということです。 
長崎が一番印象に残っています。大きな写真でお見せしますが、これが長崎県美術館で

す。中に運河があり

まして凄くお洒落な

ところです。こちら

が運河ギャラリー

で、その向こう側が

こちらの情景なので

すけれど。ここの 2
階を講演会場としま

した。事前の 3 週間

はこちらの運河ギャ

ラリーに展示をしま

した。スタッフとし

て頑張ってくれている森

と二人で話し合いまして、

この大きな垂れ幕「東亜同

文書院大学と長崎、そして

愛知大学へ」をここに貼ら

せてもらいました。これは

森が作成しました。PC ソ

フトはワードで作成し、本

学の拡大印刷機で 13 メー

トルにし、彼が飛行機の中

に持ち込んで長崎まで運

びました。掲示物とガラスとの空白の幅が数十センチしかないのです。体が通るかどうか

の状況の中に森は細いものですか何とかピンを留めて展示できたのです。これが 13 メー

トルなんですね。何がお話したいかと言いますとこの裏のパネルが通常掲示するところな
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のですが、ガラス越しにみえ

る通常掲示する反対側に掲示

すれば、隣の建物に来た来館

者がガラス越しに見ることが

できるという狙いですね。お

金は私と森のサービス残業と

紙代だけです。その結果、3 週

間事前告知ができました。こ

れが長崎の講演会場です。今

日の会場とあまり変わらない

来客者がお見えになりまし

た。その後、研究員の武井がギ

ャラリートークをしたところ

です。会場には東亜同文書院

の卒業生の方のご子息、関係

者が「東亜同文書院のアルバ

ムがありますよ」と持参され

たり、オーラルヒストリーを

話されたりしました。展示に

関しては、長崎と東亜同文書

院の関係性、長崎と上海、など

のパネル資料を新たに作成し、九州の皆様を惹きつけるものにしました。詳細はお手元の

パワーポイント資料をご覧ください。九州と上海は近いからこそ、こんなにも大勢書院関

係者がいたんだよと。同じく愛知大学入学生、かつては九州からいらっしゃる方が大勢い

らっしゃいました。昭和 47 年から 50 年の愛知大学入学生は長崎だけで 30 名、福岡も 54
名いらっしゃいました。今は 10 名いるかいないかという数ですが…。そう思うと愛知大

学、その頃は全国に広がりがある大学だったということがわかります。 
岐阜会場では、展示会は狭い会場でしたので、講演会を別階で開催しました。講演会場

にもパネル展示をしました。

展示会場をそこにした経緯

は、隣の会場で高校生向けの

大学展を実施することを知っ

たことです。高校生にアピー

ルできるかなと思い、その企

画に合わせその日を狙いまし

た。学部紹介パネルを作成し、

大学史の内容を踏まえたもの

を展示しました。本学の強み

を知ってもらいたい、差別化ができればとの思いからです。というのも入試広報としての

学部紹介は、どうしても 18 歳を見て書いてしまうもので薄い情報となってしまいます。 
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広島では広島県立美術館で開催しました。これは美術館の入り口ですが、ここのスクリ

ーンより大きなパネル

看板が 7 万円で作れま

した。広島県立美術館

前のバス停から真正面

に見えるところに看板

が貼られたこともあ

り、バス乗降者やバス

を待つ方に広報できる

のかと思いまして対応

しました。2 週間の期

間がありましたので大

学広報になったと思い

ますし、思い出のある会場ですね。展示につきましてもう少しお話したいと思います。過

去のデータ等調べてみますと、東亜同文書院入学者のうち広島出身者がすごく多いのです

ね。データ等をパネルにして発表しました。 
これらは、入学者数に関するエリアごとの数でございます。愛知大学は東海エリアでご
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ざいますが、

東海エリアは

10％をきって

いますし、関

東もきってい

ます。やはり

九州が多かっ

た。九州、四

国、中国地方

出身者が多か

ったことが分

かるかと思い

ます。県ごと

ですと岡山、広島が…。広島との繋がりといえば、藤田名誉教授からお話があったと思い

ますが、実は近衛篤麿氏が太平洋戦争の後、日本への帰国の途中、清国に立ち寄り、色々

な話をされてきたと。先方からは日本人学生を受け入れてほしいということで近衛は日本

に帰国後、各都道府県の知事、議長あてに南京同文書院の勧誘状を発送しました。その中

で南京同文書院設立の意義と教育内容が述べられるとともに各府県から毎年 2、3 人以上

の学生を派遣することを要望されています。この時、具体的には学費年間 240 円。中学校

卒業者もしくはそれと同等のものと書いてあるのですね。実はこの当時、慶應義塾が年間

学費 36 円だったのです。比較するとどうかということですね。この年近衛が各府県に学

生勧誘をお願いしたものの、翌年度の予算確定後であったため、応じた県がありませんで

した。その中で広島は再度、県議会を開催し最初に県費留学生を派遣してくれました。広

島はそれほど温かい県であるということも理解でき、また歴史の掘り起こしの重要性を知

ったところでございます。 
松本会場です。松本には立派な建物がいくつもあります。旧松本高等学校でして、ここ

が旧校長室で、現在「復元校長室」と呼ばれています。実はこの松本が私にとって一番の

悩みでした。愛知大学には毎年入学生がいますが、人口が十数万人しかいないところで展

示会、講演会を

開催し成功で

きるかどうか、

とても弱気な

思いでありま

した。当時の佐

藤学長から「あ

がたの森」につ

いて情報をく

ださいました

ので、松本を何

度か訪問し現
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地調査をしました。松本は文化の街ですね。これはという催し会場は 1年前から抑えられ

ており、私どもが借りる所が全然なかったのです。何かいい所がないかと相談していまし

たら、「愛大さんだったら寮歌祭で先輩方が頑張っていらっしゃるので、「あがたの森」の

中にある復元

校長室を調整

しますよ。」

と。バスで来

る観光客は、

復元校長室に

必ず立ち寄ら

れるスポット

で、過去に一

度も貸したこ

とがないそう

です。「それは

ありがたい話

です。」と調整のうえ、了解を得ることができました。パネルを持参し、先行パネル展とし

て 3週間、開催しました。展示パネルだけでは伝わらないものですから、松本の地方新聞

「市民タイムズ」がありまして、かつて松本出身の小岩井淨第 3代学長を連載された時期

がありました。そこで市民タイムズにアプローチしまして広告について相談しました。す

ると、かなり広いスペースを 3回載せてくれるということになり、たった十数万円ですけ

ども特集広告を掲載することができました。こういうかたちで小岩井先生のストーリーを

書きまして先行パネル展についても告知しました。「立ち寄られた方にはもれなく本を差

し上げますよ。」と広告記事に記載したのです。「『愛知大学創成期の群像』を各自お持ちく

ださい。」と机に置いておきましたところ、2週間で 200冊全部なくなったのです。松本っ

134



て凄い文化街だな、っていうのをあの場で感じました。そしてその結果、松本市美術館に

おいても多くの人が集まっていただきました。もう一つのエピソードといえば、松本市美

術館ではカメラマン篠山紀信写真展が開催されていたのです。これはオノヨーコとジョン

レノンの写真です。ホームページに告知されていたものです。こちらは西洋人が写真展の

ついでに立ち寄られたところを写真におさめました。 
小岩井学長のストーリーを過去に遡って振り返ろうということで作成した展示パネル

ですね。過去の史資料を調べていましたら、小岩井学長時の創立 10 周年に『愛知大学 10
年の歩み』が発行されており、そこからピックアップしたものです。こういうかたちで展

示会の度に、新たなパネルを作成するのですが、『愛知大学 10 年の歩み』のなかに記載さ

れていた「初代学長の決定」「愛知大学 10 年の歩み」が大変貴重な記事でありましたので

公開パネルとして作成しました。 
本間喜一先生が本学の創設者ですが、初代学長は林毅陸学長です。林学長は慶應出身者

で慶應の塾長をなされていた方で、東亜同文会の理事でいらっしゃいました。 

『愛知大学 10 年の歩み』は、愛知大学創立 10 年後に編纂され、小岩井学長が書かれて

います。「10 年たったら大学はどんなになっているだろうか？こうもしなければならぬ、

ああもなろうかと、大きな希望や期待や確信をもって考えたものであった。その 10 年目

がとうとうやってきたのである。もちろん理想通りにゆかないことも少なくない。……そ

して 10 年目の今日、大学は着実な発展をとげ、当初に抱いた期待が決して裏切られてい

ないことである。それはそれとして、10 周年を記念するにあたり、この辺で愛知大学の歴

史を編纂しようということになった。開学の日はつい昨日のようでありわれわれの思い出

としてはまだ生々しいものがあるが、それを、いつまでも「言いつぎ語り継ぐ」こともで

きないし、最近の新しい学生達のなかには大いに誇ってもいい大学の沿革について全く無

知のものも少なくない。歴史はいづれいつの日かは書いておきたい仕事である。早く資料

を整理したり、保存しておく必要もあろう、というので学内に編纂委員会が設けられた。」 
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苦しい中で大学ができたに

も関わらず創立 10 年の当時、

大学の沿革を知らない者がい

たということですね。現学生

が愛大の歴史を知るかという

と「知るわけない。」というこ

とになりますね。その辺りも、

私たちがどう対応するのか、

読ませてもらって感じたとこ

ろでございます。『愛知大学 10
年の歩み』編纂後記に小岩井

学長が次のように書かれてい

ます。 
「一冊の書物すら持たされ

ず追い返された海外引揚教授

と学生との集まりであった愛

知大学、その道こそ苦難の道

であったと。「無」の上に「有」

を築き上げたのである。「和」

と「愛知」によって築き上げた

のである。また「愛知大学は家

族的だ」といわれたものである。規模が大きくなると、このような美点はうすれがちであ

るが、これは将来とも長く育て上げたいものである。この 10 年が多少の波乱曲折もあっ

たが、ともかくも「和」と「愛知」との特色ある愛知大学はしっかりと根を下した。しか

し、愛知大学の前途には、なお幾多の困難がよこたわっている。これらの困難を克服して、

一層充実した愛知大学に育て上げねばならない。」 
今までこのようなかたちで展示会・講演会を全国展開しています。「後世に残る更なるブ

ランド大学にしたい」との思いで、コンセプトは何でいこうか、どう戦略を練るか、ブラ

ンドアップにどうつなげるか、苦慮しております。 
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今回はちょうど創立 70
周年記念事業ですので

「東亜同文書院の 45 年

＋愛知大学の 70 年」と、

分かりやすく具体的に発

信することに致しまし

た。大学記念館所蔵のコ

レクションも多くあり、

「死蔵にすることはよく

ない」との声もよく言わ

れます。広く紹介する機

会と捉え「愛知大学記念館所蔵コレクション展」という副題をつけ、「日本人著名作コレク

ション」「中国人著名作コレクション」に区分けして展示をしております。また、愛大の歴

史がわかる写真パネルも数点展示しております。 
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もう一つご紹介したいのが、愛知大学公

館です。恐縮ですけども愛知大学公館に行

かれた方、手を挙げていただいてもよろし

いでしょうか。ありがとうございます。愛

知大学公館を撮影してまいりましたので

DVD を見ていただきながら、解説させて

いただきます。 
これが愛大公館でございまして、設立当

初、本間先生ほか多くの先生方のお住まい

でありました。豊橋校舎から歩いて 15 分

ぐらいのところにあります。こちらも豊橋

市の指定文化財になっており、10 月に「愛

大公館 100 年物語」と称して公開致しま

す。2 年前に公開しましたら 2 日間で 1,000 名の方が立ち寄られました。ご興味がありま

したらチラシも入れておきましたので、豊橋市までお越しいただけたらと思います。この

公館を外から見ると和洋折衷の建物となっております。 
当初は陸軍 15 師団長官舎であり、昭和天皇の皇后になられた良子（ながこ）様のお父

様、久邇宮邦彦王（くにのみやくによしおう）も、師団長をなされていたときにお住まい

になられていました。天皇家との関係も深くドアの取っ手が「菊の紋」になっております。

大理石の暖炉もなかなか凝っています。100 年以上前に建てられたと考えると考え深いも

のに感じます。本学創立後、1980 年代までは利用されていましたが、ここ数十年間は、利

用せず閉館状態でした。2 年前の 2013 年に築 100 年ということで、せっかくの機会だか
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らと「築 100 年」と題して公開しまし

た。本学としても初めての試みでした。

「何人集まるのだろう。集まり過ぎても

困るし少なくても困るし、建物の底が抜

けても困る。」と心配ばかりでした。2 週

つづけての土曜日に公開したのですが、

初日の土曜日午後は口コミだけで 300
人ぐらい集まりました。新聞にも記事に

され翌週は約 700 人集まりました。建

物内にはこのようなスペースがあり、趣

がすごくありますね。いっぽう古い建物

ですから改修するとこもたくさんある

のです。この財産をどうするのか、そし

て地域に根差した大学として今後どう

進めていくのか、古き財産をみつめては

感じております。 
本日、東亜同文書院大学記念センター

事業について紹介させていただきまし

た。歴史ある

愛知大学を

後世に残し

ていく。これ

が私どもの

ミッション

であり、みな

さまには、こ

れからもご

支援をいた

だきたくお

願い申し上

げます。 
ご清聴あ

りがとうご

ざいました。 
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